
藤井議員は初めに、今回の薬学教

育改革の経緯を説明した。ここ約40

年、薬学教育のグローバル・スタン

ダードは６年制教育となっていた

が、日本は４年という短期間で速習

的に薬剤師を養成する状況が続いて

いた。このため、国際的に遜色のな

い教育を受けた薬剤師を育成すべき

と、薬剤師会を中心に運動が展開さ

れた。

2004年、薬学教育６年制を目指し

て、国会で学校教育法改正案と薬剤

師法改正案が審議された。その結

果、衆参両院の文教、厚生労働両委

員会、本会議とも全会一致で可決、成立。今

年４月から、６年制が始まることになったの

である。

藤井議員は、改正法が全会一致で可決、成

立したことを重く見る。「国民の付託を受け

た国会議員の全会一致。これは日本の薬剤師

は国際水準の教育を受け、全人的で専門知識

の高い人材であることが、国民にとって必要

だと全国会議員が考えたからだ」と語る。

薬剤師に寄せる国民の

期待が、それほど大きい

ことの現れだ。薬学生に

は高い専門性を持った薬

剤師となり、医療人とし

て活躍してほしいと、多

くの国民は願っている。

その期待に応えるに

は、薬学生ばかりでなく、

薬科大学も工夫が必要に

なってくる。藤井議員は、要請

に応じて様々なコースの教育が

出てくるべきと指摘する。

より専門性が高く全人的な薬

剤師を目標に、学生は学びたい

薬学を考え、さらにどのような

薬剤師になりたいのかを自分で

選択する。大学は、それにふさ

わしいカリキュラムを用意し、

学生に勉強・研鑽を積ませる。

それが、社会で幅広い薬剤師職

能が羽ばたく前提になるとい

う。

いま、私立の薬科大学・薬学

部が急増しているが、藤井議員

は「どのような薬学教育を行い、

どのような薬剤師を養成してい

くか、各大学が方向を明確に打

ち出し、受験生が選択できるよ

うにする。これにより多くの特

色ある大学が生まれ、互いに切

磋琢磨し、より質の高い薬学教

育、薬剤師養成が可能になる。

これは私学だからできることでもある」と、

大学に特色ある運営を求めている。

一方、現役の学生は４年制教育だ。

４年制と６年制の最も大きな違い

は、長期間の実務実習を行うなど、

臨床面のカリキュラムが充実される

こと。藤井議員は、「その点を除け

ば、４年制でも十分な内容の教育が

行われており、資質の高い薬剤師で

あることに変わりない」とする。

厚生労働省は６年制導入に合わ

せ、４年制卒の薬剤師に対し、医療

の担い手として必要な知識・経験の

向上を図るため、実務研修、生涯研

修、専門研修などのプログラムや教

材作成などに取り組んでいる。「薬

剤師として働いていても、自ら研鑽を積みた

いと思えば、それに対応するプログラムも用

意されるなど、環境整備が進みつつある。４

年制を卒業しても、自分が望めばそうした場

があるので、将来には明るいものがある」と

話した。

平成18年１月１日（日曜日） 第２号薬　学　生　新　聞 （１）

今年４月の新入生から、薬学教育６年制が

スタートする。前厚生労働大臣政務次官を務

め、薬学教育の国会審議で主導的役割を果た

した藤井基之参議院議員は、欧米に負けない

グローバルスタンダードの教育を実現させ、

専門性豊かな薬剤師が誕生し、社会に貢献し

てほしいと期待感を語る。また、４年制卒薬

剤師も６年制卒に負けない資質があり、自ら

研鑽に励んでほしいと要望した。
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